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は じ め に

腫疾摘出などの手術,外傷および先天的欠損な

どにより失なわれた口腔内および口腔周囲組織の

補填 ･修復を主とした補綴処置を一般的な補綴と

区別 して,顎顔面補綴と称する｡ 欠損部位および

欠損形態は多種多様であるが,顎補綴の目的は形

悲,機能の回復,残存組織の保護および患者の社

会復帰をはかることである1,2)0

上顎における顎補綴に関しては多くの研究, 症

例報告がみられる3)が,下顎に関する顎補綴につ

いては比較的少ないト19)｡筆者らは Cantorら12)

の分類において classIに相当する症例について

Ⅰ-Cアタッチメン トを応用 した補綴物を設計, 製

作し良好な結果を得たのでここに報告する｡

症 例

患者 :27歳 ? 主婦｡

補綴科初診 :昭和52年 7月28日｡

主訴 :阻噂,発音機能障害と顔貌の不正｡
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図 1 術後の/i/ラマ Ⅹ線写真
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図 2 研 究 用 模 型

家妖厘 :特記事項なし｡

図 3 暫間義歯の口腔内装着

科医院より紹介され,歯原性石灰化嚢胞の診断の

既往歴 :昭和52年 5月31日本院口腔外科に 百二il もとに 同年 6月23目す芋巧 の抜歯 および 劉 鋸南

頬側歯肉部の腫脹および唆合痛を主訴として某歯 出,下顎骨部分切除の手術を受けた｡ その後経過
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は良好で同年7月12日退院し,補綴処置のため当

科を紹介された (図1)｡

硯症 :体格,栄養ともに中等度であり,全身状

態良好｡

顔貌 :正貌において右側下口唇部に軽度の陥凹

が認められる｡

口腔内所見 :盲｢こす欠損.歯牙欠損部の歯槽堤

の吸収は著しく,粘膜の被圧縮度はきわめて大き

いが,色調,光沢ともに良好である｡

部に軽度の う蝕が認められる他は特記事項なく,

口腔清掃状態も良好である (図2)0

処 置 一方 針

1) 欠損部軟組織の保護のため完全に治癒する

Ⅰ-Cアタッチメント

図 4 義 歯 の 設 計

図 5 】丁 の近心面に設置されたフイ-メイル (205FI)

まで暫間義歯を装着する｡

2) 下口唇部の陥凹を修復 して審美性の改善を

行なう｡

3) 発音の改善を行なう｡

4) 阻噂時に食塊が 欠損部に迷入 するのを防

ぐ｡

5) 義歯床の沈下および支台歯の負担過重を防

ぐために釣歯の選択,床の形態および人工歯排列

などを考慮する｡ 図 6 作業模型上のメタルフレ-A
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図 7 口腔 内の メタル フレーム
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図 8 メタル フレ-ムとメイル (200S)

処 置 内 容

1) 暫間義歯の製作 ･装着

適法に従い個人 トレーを製作 し, アルジネー ト

印象により作業模型を製作 し,欠損部姓術後の治

癒状態を予測して石膏にて リリーフし,櫨義歯試

適後義歯を完成装着した (図 3)｡

2) う蝕などの前処置

(1)官有 AmFIICの処置 :左右第 1大

臼歯の二次う蝕をインレーにて修復｡

(2) 71C3の処置 :歯髄処置後金属冠を製作｡ 図 9 完成義歯の吹合面観
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図 10 完成義歯の口腔内装着
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3) 最終補綴物の製作 ･装着

研究用模型上で暫間義歯を参考に して, Ⅰ-C ア

タ ッチメン トお よびガイ ドプレ-ンの 設置部位 を

決定 し,義歯の設計 を行な った (図 4)0

口腔内においてlr5~近心にガイ ドプレーンを形成

し,ダイヤモン ドパパ こより起始点を形成 し, 前

歯用 Ⅰ-C ドリル (209Ds) により窟洞形成 を行

ない, インバーテ ッ ドコーンバ-でアンダ-カッ

トを付与 し, フ ィーメイルの試適 を行な った後,

ラバ ダム防湿 を行 なって フ ィ-メイルをコンポジ

ッ トレジンを用いて 合着 した (図 5)｡ 金属床の

維持装置は け遠心部にフ ック,舌面に レス トを用

いて LCアタ ッチメン トとの括抗 をはか った｡ 叉

義歯の 回転を防止す るためにT 61に双歯釣,【官に

レス ト付 き 2腕釣 を用いた (図 6)｡ 完成 した メ

タルフレームを 口腔内に試適 して適合性を確認 し

た (図 7)後, 作業模型上で メイルの位置 を決め

即時重合 レジンで メタルフレームの維持部に固定

した (図 8)｡ これを口腔内に試適 し, アタ ッチ

メン トの適合性お よび維持力などを チ ェックした

徳, 人工歯排列は暫間義歯 を参考に して行ない,

義歯を完成装着 した (図 9, 図10)｡ 義歯は推持

安定 とも良好であ り,審美性, 発音機能 ともに十

分 回復 された｡
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非常に簡単である20-22)0

本症例 においても,I-C アタ ッチ メン トは 構造

が単純なため坂 り扱いが簡単で衛生的であ り,､故

障は比較的少ない と考えられ, もしメイルに故障

を生 じてもメイルの交換は容 易に 行なえるので,

義歯装着後はむ しろメタルフレ-ムの変形, 破損

に注意が必要 と思われ る｡

ま と め

本症例 は Ⅰ-Cアタ ッチメン トを応用 し, 棟能的

ならびに審美的に 満足すべ き結果を得た下顎骨部

分切除術後の補綴例 について報告 した｡

予 後

本症例 は装着後 3日, l過問,1カ月, 2カ月,

3カ月の予後調査を行 なった結果, 阻噛時に床下

に食漆が迷入す ることもほ とん どな く, 発音,外

観 ともに良好 な予後 を得ている｡

考 察

従来 よ り顎骨手術後, 残存歯 に種 々のアタ ッチ

メン トを応用 した補綴例が報告 されてい るが, ア

タ ッチメン トを支台歯に坂 り付 けるため広一.支台歯

形成等の操作が必要であった｡ しか し,Ⅰ-C アタ

ッチメン トは支台歯に対 して フ ィーメイル設置の

ため とくに歯冠補綴は必要な く, わずかに歯質を

削 除す る だけで よい｡ 叉 小型のため 審美的であ

り, 前歯部や欠損部 スペ-スの少ない部位 にも応

用で き,他 のアタ ッチメン トに比べ, 技工操作が
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稿を終るに臨み,御指導並びに御協力を賜わった
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